
№ 担当課・係名 事　業　名 事業趣旨 内　　　　容 期　　日 会　　　　場 対象者 参加者数 成　　果

1
文化財保護課付
郷土資料館

鷲宮催馬楽神楽伝承
教室

鷲宮催馬楽神楽を周知す
るとともに、後継者の育成を
図る（指導者は保存会員）

神楽保存会員の指導のもと、「第二
座　天心一貫本末神楽歌催馬楽之
段」の演目を練習した。最終回は練
習成果を、鷲宮文化祭で発表した。

9月2日、9日、
16日、30日
全8回中4回実
施

郷土資料館視
聴覚ホール

どなたでも
申込み人数
10人

受講者に鷲宮催馬楽神楽の文化
財としての魅力と特色を伝えること
ができた。また発表を通じて、鷲宮
催馬楽神楽を広く市民に周知する
ことができた。

2 文化財保護課
「吉田家水塚」運営事
業

・水塚の展示・公開（公開
日：木・土・日曜日）と適切
な管理・運営を図る
・団体見学（5人以上）の案
内を実施する
・市民、他課等との協働（共
催）事業の推進

・水塚の展示・公開（公開日：木・土・
日曜日）と適切な管理・運営を図った
・団体見学（5人以上の団体、事前に
申し込みが必要）の案内を実施した

通年（公開日：
木・土・日曜
日）、団体見
学は随時

吉田家水塚 どなたでも

一般見学者
数624人、団
体見学者数
92人（1件）
（9月末現
在）

市指定文化財「吉田家水塚」の適
正な運営をすることができた。

3 文化財保護課
本多静六記念館展示
案内事業

【文化財保護課は展示部
分を所管】
・団体見学者等への案内
・企画展示の開催
・本多静六記念館展示解
説ボランティアの育成

・団体見学の案内を実施した
・企画展「本多静六を支えた妻銓子
と養父晋」（平成27年11月16日～平
成28年3月27日）の準備を実施した

通年
本多静六記念
館

どなたでも

団体見学
138人（6件）
（9月末現
在）

本多静六記念館の展示をよりよく
理解してもらうことができた。

4 文化財保護課
出張講座（学校教育
支援事業）

小中学校に学芸員を派遣
し、授業を通じて児童生徒
の郷土の歴史・文化財につ
いての理解と関心を深め
る。

学校に学芸員を派遣し、児童生徒に
郷土の歴史や文化財を解説する。
・昔の生活道具について等

通年 各小中学校 児童生徒
平成27年9月30日までの申込はな
かった。

5
文化財保護課付
郷土資料館

特別展

市内の歴史・文化財につい
てテーマを設けた展示を行
うとともに展示図録を刊行
する。

第6回特別展「懐かしい道具たち―
祭り・暮らし・米作りの道具―　」の展
示準備を行った。

郷土資料館
展示室2

どなたでも 継続実施中

6
文化財保護課付
郷土資料館

青葉小民俗資料展示
室整備事業

青葉小学校内の旧文化財
展示室を民俗資料に特化
した展示室として再整備す
る。

第6回特別展「懐かしい道具たち―
祭り・暮らし・米作りの道具―　」の会
場として準備を行った。

民俗資料展示
室

どなたでも 継続実施中

7
文化財保護課付
郷土資料館

子ども歴史広場
夏休み期間中の子どもたち
を対象に講座を開催する。

テーマを設けて3日間行った。
①むかしのおもちゃをつくってみよう
②七夕かざりをつくってみよう
③勾玉をつくってみよう
※郷土資料館ボランティアの協力に
より運営した。

①7月30日
②8月6日
③8月27日

郷土資料館視
聴覚ホール

幼児～小学生
とその保護者

①34人
②17人
③37人
　延べ88人

体験を通じて、子どもたちに身近な
歴史・文化について興味をもっても
らうことができた。

平成２７年度生涯学習関係（中間）事業実施報告

○中間事業実施報告は、平成27年4月1日から9月30日までに実施した事業とします。
○※網掛けは新規事業です。
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